
中期経営計画の進捗
決済・金融事業は、中期計画の2年目とな

る2022年度の事業利益が34億円となり、中期
経営計画最終年度目標を1年間前倒しで達成し
ました。2021年1月に全面リニューアルを行った
大丸松坂屋カードのカードが、お客様にメリット
のある独自のポイントシステムを搭載するととも
に、年会費を含めた収益構造を見直すなどの施
策が奏功しました。

加盟店事業の推進
JFRカードは、2019年7月にVISA、Mastercard

とライセンス契約を締結し、アクワイアリング（加
盟店）業務を開始しています。大丸松坂屋百貨店、
PARCO、GINZA SIXなどグループ商業施設の加
盟店業務の集約を進めることにより、グループ会
社の手数料を削減するとともに、グループ全体の
キャッシュフロー改善にも寄与しています。

当社グループが商業施設を展開しているエリ
アでの外部加盟店数も着実に増加し、200店舗を
超えました。当社が今後デベロッパー戦略を拡大
していく７つの重点エリアにおいて、さらに加盟
店獲得を進め、加盟店には送客支援、お客様には

「エリアの中で一番おトクな決済・金融サービス」
を提供することによって、グループ顧客と加盟店を
つなぐエリア経済圏を構築することを目指します。

大丸松坂屋カードの新規獲得強化
大丸松坂屋カードの全面リニューアルによ

り、一人あたりの年間取扱高は増加しています。
また新たなポイントプログラムであるQIRAポイ
ントの累計付与ポイント数は80億ポイントを超
え、「モノコト交換」の件数も増えるなど、認知度
も向上しつつあります。

今後は百貨店の店頭でのカード獲得を強化
するとともに、アプリ顧客を年間購買額と年齢な
どによりセグメント分けし、それぞれのニーズに
応じたアプローチを行うなど、新規カード開拓を
強化します。またQIRAポイントの交換商品や
特別体験の多様なプログラムを充実させ、カード
の魅力を高めていきます。

金融事業の拡大
決済を軸としてお客様とのリレーションを築くことにより、決済

データを利活用したさまざまな金融サービスを展開していきます。特
にグループの顧客、ビジネスモデルとの親和性が高く、収益性も高
い保険事業・金融事業に注力していきます。

保険事業においては、店頭・オンラインでのライフプラン相談や、
外商顧客向けラウンジセミナーなどを通じて、お客様のニーズに合
わせた保険商品の提案に努めていきます。また大丸松坂屋カード会
員向けにWEBで簡単に見積もり、申し込みが出来る「かんたんWeb
ほけん」の取り扱いもスタートしました。

金融事業においては、大丸松坂屋カードでのリボ・分割払い
での利便性向上のほか、オリックス・クレジット株式会社と提携し
たカードローン「QIRAローン」を取り扱いしています。また2023年
2月には、SBI証券との提携による投信積み立て商品「カンタンつ
みたて投資」を開始しました。今後も新たな金融サービスの提供
に取り組んでいきます。

グループ内カードの集約推進
今後、決済・金融事業の中長期的な成長を目指すにあたっては、

顧客基盤をさらに厚くすることが必須の条件です。一方で決済・
金融事業を担うJFRカードにおいて、現状カード発行会社として
取り込めていないカードがグループ内に複数存在しているという

課題があります。そのため、ＪＦＲカードを発行会社として、グループ内
のカードを集約していくという方針を決定しました。今後はカード
ごとに具体的なスケジュールと手順を明らかにし、グループの
メリットを最大限活かすことができるような体制の構築を目指
して、着実に計画を進めていきます。
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グループ内カードの集約化により、
成長の第2フェーズへ
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大丸松坂屋カードはVISAのタッチ決済機能を搭載
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